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南洋庁公報
［監修］今泉裕美子 ［編集］辻原万規彦 全25巻・別巻2
台湾・朝鮮総督府や樺太庁と並び植民地統治の一翼を担った南洋
庁の基幹資料（1922年～1943年・全572号）。別巻に総目次を収録。
※別巻2未刊 ●揃定価：本体412,000円＋税

東邦協会報告 全13巻

［監修］有山輝雄［編集］朝井佐智子・髙木宏治［解題］朝井佐智子
明治24年、東洋諸国及び南洋諸島との通商、移民のための調査・
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説・記事・報告等の多彩な内容。●揃定価：本体200,000円＋税

東亜時論
［監修］有山輝雄［解題］加藤祐三［編集］髙木宏治 全3巻
東亜同文会の機関誌（1898年～1899年・全26号）。清国の保全、開
発、局情考査、国論喚起の四大目標を掲げ、多様な人々が多様な
論説を寄稿。 ●揃定価：本体60,000円＋税

日華学報
［監修・編集］大里浩秋／見城悌治／孫安石 全16巻
1918年～1945年のおよそ20年間活動を続けた、半官半民の中国人
留学生支援団体「日華学会」の機関誌。留学生の実態を知るため
の第一級資料。人名索引を附す。●揃定価：本体327,000円＋税

外務省茗荷谷研修所旧蔵記録 ［監修］広瀬順日告

戦中期植民地行政史料
◆教育・文化・宗教篇 全26リール・別巻1（マイクロフィルム版）

拓務省、興亜院、大東亜省の記録。特に戦中期の教育・文化・宗
教についての外地行政史料は、教育制度を中心に、派遣教育や御
真影に関する教育問題、文化団体、映画統制、外地神社等、様々
な興味深い貴重な情報を含む。 ●揃定価：本体720,000円＋税

◆経済篇 全137リール・別巻4（マイクロフィルム版）

東洋拓殖会社、台湾拓殖会社、北支那開発会社等、戦中期の拓殖
会社に関する記録。昭和期日本の外地経済史の研究、アジア経済
史研究必備の資料。 ●揃定価：本体3,663,000円＋税

戦時期朝鮮における「新体制」と京城帝国大学
［編］永島広紀 
各種史料を博捜。「支配と抵抗」の史観に距離を置き、知識人層の
行動を分析。その行動と思想が1940年代の「新体制」運動と連動
していることを示す実証研究。 ●定価：本体9,500円＋税

「東邦協会報告」の後継誌、「東邦協会会報」全231号（明治27年～
大正３年）を復刻。近代日本の対外認識の変遷を知るために極め
て有用な重要文献。 ●揃定価：本体324,000円＋税

東邦協会会報 第Ⅰ期
［監修］有山輝雄［編集・解題］朝井佐智子［監修］髙木宏治 全18巻
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◆監修・解題◆小磯隆広
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全4巻

日日
米米
開開
戦戦
のの
直直
前前

海海
軍軍
関関
係係
者者
がが
南南
方方
進進
出出
・・
国国
家家
総総
力力
戦戦

をを
構構
想想
しし
たた

海海
洋洋
政政
策策
研研
究究
所所

戦戦
後後
散散
逸逸
しし
たた
資資
料料
をを

収収
集集
しし

そそ
のの
全全
貌貌
をを
再再
構構
成成

日
米
開
戦
の
直
前

海
軍
関
係
者
が
南
方
進
出
・
国
家
総
力
戦

を
構
想
し
た

海
洋
政
策
研
究
所

戦
後
散
逸
し
た
資
料
を

収
集
し

そ
の
全
貌
を
再
構
成

ゆまに書房電子書籍 同時刊行予定！！
価格等は、KinoDen／Maruzen eBook Library／
EBSCO eBooks ほか各サービスにお問い合わせ下さい。

※表紙図版：（上）藤森清一朗（撮影時期不明・提供：小磯隆広）／（下）1940年「蘭印主要都市ニ於ケル土人以外ノ居住民分布状況」（部分・第１巻所収）

海
洋
政
策
研
究
所
所
長
・
藤
森
清
一
朗



監
修
の
こ
と
ば

小
磯
隆
広

海
洋
政
策
研
究
所
は
、
日
米
開
戦
前
年
の
一
九
四
〇
年

四
月
に
、
当
時
の
代
表
的
な
南
方
進
出
企
業
で
あ
る
石
原

産
業
の
重
役
に
し
て
石
原
広
一
郎
の
末
弟
で
も
あ
る
高
田

儀
三
郎
と
、
海
軍
中
央
の
支
援
の
も
と
に
設
立
さ
れ
一
九

四
五
年
ま
で
存
続
し
た
、
研
究
機
関
で
あ
る
。
所
長
は
一

貫
し
て
海
軍
少
将
藤
森
清
一
朗
（
一
八
八
八
〜
一
九
七
五
）

が
務
め
た
。
研
究
の
重
点
は
南
方
政
策
の
確
立
と
国
家
総

力
戦
体
制
の
構
築
に
置
か
れ
た
。

戦
前
の
ア
ジ
ア
研
究
機
関
と
し
て
は
、
南
洋
協
会
、
南

洋
経
済
研
究
所
、
東
亜
研
究
所
、
太
平
洋
協
会
な
ど
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
海
洋
政
策
研
究
所
も
こ
れ
ら

機
関
と
と
も
に
「
我
国
民
間
ノ
有
力
ナ
ル
南
洋
関
係
団
体
」

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
海
洋
政
策
研

究
所
は
歴
史
の
表
舞
台
に
ほ
と
ん
ど
登
場
せ
ず
、
そ
の
う

え
関
係
史
料
の
存
在
が
一
切
明
ら
か
で
な
か
っ
た
こ
と
も

相
俟
っ
て
、
今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
二
〇
一
〇
年
代
に
入
り
、
数
千
点
に
も
お
よ
ぶ
藤

森
旧
蔵
史
料
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
古
書

店
か
ら
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
海
洋
政
策
研
究
所
に

関
す
る
一
次
史
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
幸

い
に
も
監
修
者
は
海
洋
政
策
研
究
所
関
連
の
も
の
を
中
心

に
約
六
百
点
の
藤
森
旧
蔵
史
料
を
入
手
で
き
た
。
そ
こ
で

今
回
、
監
修
者
が
所
有
す
る
海
洋
政
策
研
究
所
関
連
の
史

料
約
三
五
〇
点
を
『
海
洋
政
策
研
究
所
史
料
集
成
―
南
方

進
出
・
国
家
総
力
戦
関
係
―
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
。

ア
ジ
ア
研
究
機
関
が
発
行
し
た
機
関
誌
や
調
書
が
残
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
政
策
案

や
提
言
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
少
な

い
。
対
し
て
、
海
洋
政
策
研
究
所
は
「
蘭
領
東
印
度
対
策

要
綱
」「
対
南
緊
急
方
策
要
綱
」
な
ど
の
政
策
文
書
や
提
言

は
も
と
よ
り
、「
内
地
在
留
外
南
洋
精
通
者
名
簿
（
仏
印
）」

「
蘭
印
土
人
種
族
分
布
状
況
」
な
ど
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
と

の
関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
調
査
資
料
を
数
多

く
残
し
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
大
半
を
網
羅
し
て
い
る
。

ま
た
本
書
は
、
海
洋
政
策
研
究
所
と
石
原
産
業
や
南
洋
協

会
、
南
洋
団
体
連
合
会
な
ど
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た

送
付
状
や
受
領
書
、
案
内
状
な
ど
も
収
め
た
。

海
洋
政
策
研
究
所
は
南
方
事
情
の
調
査
研
究
・
南
方
政

策
の
確
立
に
限
ら
ず
、
国
家
総
力
戦
体
制
の
構
築
、
す
な

わ
ち
「
戦
争
指
導
方
式
ノ
確
立
」「
内
政
ノ
革
新
」「
外
政
ノ

刷
新
」「
経
済
ノ
刷
新
」「
社
会
生
活
様
式
ノ
刷
新
」「
教
育

ノ
刷
新
」「
思
想
及
思
想
戦
対
策
」
を
も
研
究
対
象
と
し
て

い
た
点
で
特
異
な
研
究
機
関
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
書
に

収
録
し
た
「
行
政
運
用
最
高
機
関
」「
国
内
新
編
制
緊
急
方

策
」
な
ど
の
政
策
案
や
提
言
の
多
く
は
こ
う
し
た
問
題
関

心
に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
、
海
軍
は
海
軍
大
学
校
を
中

心
に
総
力
戦
や
戦
争
指
導
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た

が
、
海
洋
政
策
研
究
所
は
海
軍
大
学
校
と
協
力
し
て
政
策

案
や
提
言
、
調
査
資
料
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
昭
和
期
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
認
識
を
理
解
す
る

に
も
、
ま
た
日
本
の
戦
時
体
制
を
分
析
す
る
う
え
で
も
重

要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
考
え
る
。
日
本
政

治
外
交
史
・
軍
事
史
は
も
と
よ
り
、
経
済
史
や
東
南
ア
ジ

ア
史
の
研
究
に
も
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
防
衛
大
学
校
人
文
社
会
科
学
群
人
間
文
化
学
科
講
師
）

▼
各
巻
の
主
な
収
録
資
料

【
第
一
巻
】「
海
洋
政
策
研
究
所
（
仮
称
）

創
設
ニ
関
ス
ル
私
案
」、「
海
洋
政
策

研
究
所
々
員
名
簿
」、「
研
究
所
問
題

問
答
覚
」
等
、
海
洋
政
策
研
究
所
の

運
営
に
関
す
る
文
書
（
一
九
四
〇
〜
一

九
四
一
年
）
／「
今
日
ノ
中
央
方
針
ニ
テ

進
ム
場
合
其
ノ
必
然
性
」、「
蘭
領
東

印
度
対
策
要
綱
」、「
南
方
諸
国
建
設

要
綱
」
等
の
調
査
資
料
（
一
九
四
〇
年
）。

【
第
二
巻
】
国
内
外
の
政
治
・
経
済
動

向
、
今
後
の
指
導
方
針
、
南
方
進
出

の
計
画
等
を
検
討
し
た
「
時
局
判
断

資
料
」（
全
一
二
〇
号
、
一
九
四
〇
年
五

月
〜
十
二
月
）

【
第
三
巻
】
海
洋
政
策
研
究
所
・
藤
森

清
一
朗
が
作
成
し
、
軍
事
体
制
、
国

力
の
推
移
、
対
米
関
係
、
精
神
的
指

導
等
を
検
討
し
た
「
総
力
戦
対
策
資

料
」（
二
一
点
、
一
九
四
〇
〜
一
九
四
一

年
）
／
海
洋
政
策
研
究
所
・
藤
森
清
一

朗
か
ら
南
洋
団
体
連
合
会
、
日
本
印

度
支
那
協
会
等
へ
の
送
付
状
、
受
領

書
、
案
内
状
等
（
一
九
四
〇
年
）
／
国
防

研
究
会
、
日
本
主
義
青
年
会
議
等
か

ら
海
洋
政
策
研
究
所
・
藤
森
清
一
朗

へ
の
送
付
状
、
受
領
書
、
案
内
状
等

（
一
九
四
〇
〜
一
九
四
一
年
）
／
海
洋
政

策
研
究
所
「
日
記
」（
一
九
四
一
年
）

【
第
四
巻
】
小
川
平
吉
（
元
鉄
道
大
臣
）、

高
崎
弓
彦
（
貴
族
院
議
員
）
ほ
か
、
よ

り
藤
森
清
一
朗
へ
の
書
簡
等
（
一
九
三

六
〜
一
九
四
四
年
）
／
藤
森
清
一
朗
に

よ
る
雑
件
の
文
書
（「
親
英
米
派
ノ
巨
頭

連
」、「
大
川
周
明
」、「
新
党
樹
立
運
動
」

他
、
一
九
三
九
〜
一
九
四
一
年
）
／
解
題

●
戦
後
、
資
料
が
散
逸
し
た
海
洋
政
策
研
究
所
に
つ
い

て
、
監
修
者
が
独
自
に
文
書
を
収
集
。
本
書
は
監
修

者
に
よ
る
永
年
の
資
料
収
集
、
分
析
の
成
果
を
集
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

●
日
米
開
戦
直
前
に
お
い
て
、
内
閣
や
陸
軍
と
は
別
個

に
海
軍
関
係
者
が
構
想
し
た
、
南
方
進
出
・
総
力
戦

体
制
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
現
在
、
公
的
機
関
に
お
け
る
資
料
保
存
が
確
認
で
き

な
い
海
洋
政
策
研
究
所
の
、
構
成
員
の
名
簿
・
日

誌
・
規
定
等
を
含
み
、
運
営
の
実
態
を
示
す
。

●
一
九
四
〇
〜
四
一
年
に
多
数
作
成
さ
れ
た
「
時
局
判

断
資
料
」
や
「
総
力
戦
対
策
資
料
」
で
は
、
日
本
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
等
と
の
関

係
、
及
び
「
南
洋
」（
東
南
ア
ジ
ア
）
の
現
地
情
勢
等
、

開
戦
直
前
に
お
け
る
海
軍
の
対
外
認
識
、
情
勢
判
断

を
研
究
す
る
際
の
重
要
史
料
。

●
研
究
所
や
所
長
・
藤
森
清
一
朗
と
、
他
の
ア
ジ
ア
研

究
機
関
と
交
わ
さ
れ
た
文
書
、
藤
森
清
一
朗
と
政
官

財
の
要
人
や
文
化
人
等
と
の
書
簡
か
ら
、
そ
の
交
友

関
係
の
広
さ
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。

●
第
四
巻
に
「
解
題
」
を
附
し
、
史
料
理
解
の
一
助
と

す
る
。

◆
…
…
…
…
…
本
書
の
特
色
…
…
…
…
…
…
◆

◆本文見本◆
52％に縮小してあります

①：

一
九
四
〇
年
三
月
「
海
洋
政
策
研
究
所
規
約
」（
第
一
巻
所
収
）

②：

一
九
四
〇
年
五
月
三
日
「
時
局
判
断
資
料
（
其
ノ
一
）
法
幣
ノ
前
途
ト

事
変
処
理
」（
第
二
巻
所
収
）

③：

一
九
四
一
年
十
一
月
、
海
洋
政
策
研
究
所
「
日
記
」（
第
三
巻
所
収
）

④：

一
九
三
九
年
八
月
二
十
六
日
、
小
川
平
吉
（
元
鉄
道
大
臣
）
よ
り
藤

森
清
一
朗
へ
の
書
簡
（
部
分
・
第
四
巻
所
収
）

①③

④ ②


